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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「１株当たり純資産」は普通株式に係る情報であるため、普通株式よりも残余財産分配請求権が優先的な株式の発行金額7,000百万円を期末の純資
産から差引いて計算しております。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 60,849 27.5 7,214 239.9 6,333 413.6 7,281 628.7
22年3月期第2四半期 47,718 △54.5 2,122 △83.6 1,233 △89.4 999 △92.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 24.12 20.69
22年3月期第2四半期 3.31 2.68

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 132,101 38,396 29.0 103.63
22年3月期 118,281 31,884 27.0 81.94

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  38,279百万円 22年3月期  31,884百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 2.00 2.00
23年3月期 ― ―

23年3月期 
（予想）

― 2.00 2.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
※１．上記業績予想値は、先般（10/22）公表した予想値と変更ありません。詳細は、【添付資料】２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さ
い。 
※２．「１株当たり当期純利益」の算定においては、優先株式の予想配当額を予想当期純利益から差引いて計算しております。なお、優先配当について
は、優先株式の要項に基づく所定の算式による金額となりますが、現時点においては算定の基礎となる株式数が確定していないため、平成22年９月末現
在の株式数により、予想配当額を計算しております。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 128,500 35.4 12,100 103.7 10,000 139.4 10,000 107.5 32.67



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】３ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 302,349,449株 22年3月期  302,349,449株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  523,725株 22年3月期  521,435株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 301,827,267株 22年3月期2Q 301,833,836株



 普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。 

 （注）１．配当予想の当四半期における修正の有無 ： 無 

    ２．当社が発行するＣ種優先株式の１株当たり配当金については、優先株式の要項に基づく所定の算式により 

      5.025円となりますが、当社はＣ種優先株主である株式会社三井住友銀行と、平成23年６月に開催される 

      定時株主総会の前営業日までに全株取得することで合意しており、期末配当基準日である平成23年３月31 

      日において配当対象となるＣ種優先株式の有無が確定していないため、未定として記載しております。 

  

種類株式の配当の状況

  １株当たり配当金 

      （基準日） 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間 

  円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 

Ｃ種優先株式           

 22年３月期 － － －  5.47  5.47

 23年３月期 － － ――― ――― 
未定 

 23年３月期（予想） ――― ――― － 未定 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）におけるわが国経済は、景気が着実に持ち

直し、自律的回復に向けた動きが見られました。一方、先行きについては、急激な円高の進行等により輸出の増勢

が鈍化し、また、海外景気の下振れも懸念されるなど、予断を許さない状況となっております。 

 このような状況のもと、当社グループは、主要顧客である高炉メーカーの粗鋼生産が堅調に推移し、コークスの

需要が旺盛であったことから、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は、前年同期比131億３千１百万円増加の

608億４千９百万円となり、利益面では、連結営業利益は、前年同期比50億９千１百万円増加の72億１千４百万

円、連結経常利益は、前年同期比51億円増加の63億３千３百万円となりました。 

  

（セグメントの概況） 

 石炭・コークス関連事業につきましては、前述の理由などにより、売上高は、前年同期比121億８千８百万円増

加の530億３千１百万円、営業利益は47億２千５百万円増加の78億５千７百万円となりました。  

 総合エンジニアリング事業につきましては、売上高は前年同期比８億６千６百万円増加の55億８千７百万円、営

業利益は２千万円増加の１億８千８百万円となりました。 

 その他につきましては、 売上高は７千５百万円増加の22億３千万円、営業利益は１億１千万円増加の１億４千

３百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ138億１千９百万円増加の1,321億１百万円と

なりました。増減の主なものは、原材料及び貯蔵品の増加62億１千３百万円、受取手形及び売掛金の増加32億３千

１百万円、商品及び製品の増加19億円、流動資産「その他」の増加14億４千３百万円などであります。 

 当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ73億７百万円増加の937億４百万円となりまし

た。増減の主なものは、支払手形及び買掛金の増加55億４千２百万円、短期借入金の増加18億４百万円などであり

ます。 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は、利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に比べ65億１千２百

万円増加の383億９千６百万円となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当社は、平成22年８月６日に開示した第１四半期決算短信において、「第２四半期連結累計期間業績に関し、第

３四半期の原料炭価格次第では、９月末時点で在庫評価損が発生する懸念があること、加えて、石炭の不適切取引

に関する商事仲裁（平成21年10月20日公表）裁定結果の見極めも必要であることから、前回予想値（5/14）を変更

していないこと」、そして「通期業績予想に関しても、上記事情に加え、第３四半期以降の原料炭価格およびコー

クス販売価格が未定であることから前回予想値を据え置いている」旨、記載し、「第２四半期連結累計期間および

通期業績予想の算定が可能となった時点で速やかに開示させて頂きます」と公表しました。 

 そして、先般（10/22）、「原料炭サプライヤーとの間で、第３四半期の原料炭価格についての合意が成立し、

コークス販売価格についても一定の見通しを得るに至ったこと」から、従来予想値を修正させて頂きました。今般

の平成23年３月期の連結業績予想値は、「第４四半期の原料炭価格およびコークス販売価格に関しては、第３四半

期価格レベルと同価格レベルで算定していること、および、今秋に予定されている商事仲裁裁定結果が判明してい

ないことから、影響分について織り込んでいないこと」との前提を含め、先般の予想値と変更ありません。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

                                        



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

 なお、重要な子会社には該当いたしませんが、連結子会社であった株式会社九州ビルシステムは、第１四半期連

結会計期間において当社が所有する同社株式の全部を売却したため、連結の範囲から除外しております。また、第

１四半期連結会計期間より、日本パワーグラファイト株式会社およびMM RESOURCES PTY LTD.は、連結上の重要性

の観点から、それぞれ連結の範囲に含めております。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

  一般債権の貸倒見積高については、当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

 たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して算定しております。

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。   

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31 

 日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

 を適用しております。 

  これにより、営業利益および経常利益はそれぞれ18百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は99百万円減少

 しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

２．その他の情報

                                        



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,405 4,510

受取手形及び売掛金 10,726 7,494

商品及び製品 11,124 9,223

仕掛品 839 759

原材料及び貯蔵品 12,392 6,178

その他 5,492 4,048

貸倒引当金 △20 △26

流動資産合計 45,960 32,187

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具 54,007 53,620

減価償却累計額 △31,666 △30,164

機械装置及び運搬具（純額） 22,341 23,455

土地 42,243 42,005

その他 23,373 23,440

減価償却累計額 △13,802 △13,607

その他（純額） 9,570 9,832

有形固定資産合計 74,155 75,294

無形固定資産   

その他 551 610

無形固定資産合計 551 610

投資その他の資産   

その他 11,451 10,203

貸倒引当金 △18 △14

投資その他の資産合計 11,433 10,189

固定資産合計 86,140 86,093

資産合計 132,101 118,281

                                        



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,438 11,896

短期借入金 50,802 48,998

未払法人税等 1,150 142

賞与引当金 846 768

関係会社整理損失引当金 879 1,009

不適切取引損失引当金 705 705

資産除去債務 81 －

その他 3,853 4,841

流動負債合計 75,758 68,362

固定負債   

長期借入金 8,942 9,707

退職給付引当金 4,691 4,751

役員退職慰労引当金 158 215

環境対策引当金 3,526 2,703

資産除去債務 325 －

その他 300 657

固定負債合計 17,945 18,034

負債合計 93,704 86,396

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,000 7,000

資本剰余金 1,750 1,750

利益剰余金 29,742 23,290

自己株式 △93 △93

株主資本合計 38,398 31,947

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 22 22

繰延ヘッジ損益 △26 △35

為替換算調整勘定 △114 △49

評価・換算差額等合計 △119 △63

少数株主持分 117 －

純資産合計 38,396 31,884

負債純資産合計 132,101 118,281

                                        



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 47,718 60,849

売上原価 42,564 50,417

売上総利益 5,153 10,432

販売費及び一般管理費 3,031 3,218

営業利益 2,122 7,214

営業外収益   

受取利息 72 51

受取配当金 － 71

為替差益 231 63

その他 154 68

営業外収益合計 457 254

営業外費用   

支払利息 781 704

その他 566 430

営業外費用合計 1,347 1,135

経常利益 1,233 6,333

特別利益   

固定資産売却益 53 3,338

その他 9 59

特別利益合計 63 3,398

特別損失   

賃貸借契約解約損 165 －

環境対策引当金繰入額 － 823

その他 223 311

特別損失合計 389 1,134

税金等調整前四半期純利益 906 8,597

法人税、住民税及び事業税 90 1,127

法人税等調整額 △183 190

法人税等合計 △92 1,318

少数株主損益調整前四半期純利益 － 7,279

少数株主損失（△） － △2

四半期純利益 999 7,281

                                        



 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日）  

  

〔所在地別セグメント情報〕  

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

 記載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕  

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日）  

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

  
石炭・コークス
関連事業 

(百万円) 

総合エンジニア
リング事業 

(百万円) 

その他事業
(百万円) 

計
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結
(百万円) 

売上高             

(1)外部顧客に対する売上高  40,842  4,720  2,155  47,718  －  47,718

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 22  685  81  788  (788)  －

計  40,865  5,406  2,236  48,507  (788)  47,718

営業利益  3,132  167  33  3,332  (1,209)  2,122

                                        



〔セグメント情報〕 

 １．報告セグメントの概要 

   当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

  資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

   当社グループは、取扱製商品・サービスの類似性等に基づいて事業を区分しており、各事業部門は主体的 

  に、取り扱う製商品・サービスについて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

   したがって、当社グループは、製商品・サービス別のセグメントから構成されており、「石炭・コークス事

  業」「総合エンジニアリング事業」の２つを報告セグメントとしております。  

   「石炭・コークス事業」は、コークスの製造・販売、石炭の販売を行っております。「総合エンジニアリン

  グ事業」は、化学装置・機器等の製造・販売およびメンテナンスや産業廃棄物の収集・運搬および処理等を行

  っております。 

  

 ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）  

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸荷役事業、不動産販 

     売・賃貸事業等を含んでおります。 

   ２．セグメント利益の調整額△974百万円は、セグメント間取引消去△21百万円、各報告セグメントに配分し 

     ていない全社費用△953百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で 

     あります。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

 （追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

 年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 

 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。  

  

    （単位：百万円）

  

報告セグメント

その他

（注１） 
合計額

調整額 
（注２）  

四半期連結損

益計算書計上

額（注３） 
石炭・コーク
ス関連事業 

総合エンジニ
アリング事業 計

売上高               

(1)外部顧客に対する売上高  53,031  5,587  58,618  2,230  60,849  －  60,849

(2)セグメント間の内部売上 

   高又は振替高 
 －  567  567  70  638  △638  －

計  53,031  6,155  59,186  2,301  61,488  △638  60,849

セグメント利益  7,857  188  8,045  143  8,189  △974  7,214

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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